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橿原神宮  皇 居  

   
節
分
と
厄
祓
い 

二
月
三
日
は
節
分
で

す
。
節
分
は
一
年
に
四

回
あ
り
ま
し
て
、
立
春
・

立
夏
・
立
秋
・
立
冬
の
前

日
を
節
分
と
い
い
ま
す
。

季

節

を

分

け

る

日

と

さ

れ
、
取
り
分
け
立
春
は
、
一
年
が
は
じ
ま
る
大

切
な
日
と
さ
れ
、
立
春
前
日
の
節
分
は
厄
災
を

鬼
と
見
立
て
て
、
豆
を
ま
き
、
追
い
払
う
風
習

が
残
り
ま
し
た
。
そ
の
起
源
は
古
く
平
安
時
代

に
宮
中
で
行
わ
れ
て
い
た
追
儺
（
つ
い
な
）
、

鬼
や
ら
い
と
い
っ
た
鬼
を
弓
矢
で
払
う
儀
式

が
基
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
社
で
は
、
節
分
に

厄
祓
い
と
豆
ま
き
神
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

（
厄
年
表
と
時
間
は
下
記
の
通
り
）
厄
祓
い
、

又
は
災
難
祓
い
を
ご
希
望
の
方
は
、
ど
う
ぞ
お

参
り
く
だ
さ
い
。
尚
、
こ
の
日
以
外
を
希
望
の

場
合
、
予
約
で
年
中
受
け
ら
れ
ま
す
。 

●
恵
方
巻
に
つ
い
て 

恵
方
と
は
歳
徳
神
（
と
し
と
く
じ
ん
）
が
い

ら
し
ゃ
る
方
角
で
、
そ
の
方
角
を
向

い
て
無
言
で
食
べ
る
と
万
事
に
吉

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
今

年
の
恵
方
は
南
南
東
で
す
。 

●
い
わ
し
・
柊
（
ひ
い
ら
ぎ
）
・
南
天
に
つ
い
て 

 

玄
関
や
鬼
門
、
裏
鬼
門
に
飾
り
ま
す
。 

い
わ
し 

臭
い
で
鬼
を
払
う
。 

柊 

柊
の
ト
ゲ
が
鬼
の
目
を
刺
す
。 

南
天 

難
を
転
じ
る
ゲ
ン
担
ぎ
。 

節
分
・
厄
祓
い
の
ご
案
内 

浦
幌
神
社
で
左
記
の
と
お
り
厄
祓
い
を
行

い
ま
す
。
ご
参
列
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

        

紀
元
祭 

二
月
十
一
日 

 

来
る
二
月
十
一
日
、

紀
元
祭
を
斎
行
致
し
ま

す
。
紀
元
祭
と
は
、
神

武
天
皇
即
位
日
を
国
の

紀
元
と
し
、
日
本
の
建

国
を
偲
び
、
国
家
の
繁

栄
と
世
界
の
恒
久
平
和

を
祈
る
祭
典
で
す
。
令

和
五
年
は
、 

皇
紀
二
六
八
三
年
を
迎
え
ま
す
。

世
界
一
長
寿
の
国
、
日
本
の
誕
生
を
お
祝
い
し
、

皇
室
の
弥
栄
を
お
祈
り
致
し
ま
し
ょ
う
。 

天
長
祭 

二
月
二
十
三
日 

来
る
二
月
二
十
三
日
、
天
長
祭
を
斎
行
致
し

ま
す
。
天
長
祭
は
、
天
皇
陛
下
の
お
誕
生
日
に

際
し
て

行
わ
れ

る
祭

典

で
、
奉
祝
の
意
を
表
す
と

共
に
、

陛
下
の

長
寿

と

益
々
の

ご
健
康

を
お

祈

り
致
し
ま
す
。
陛
下
は
今

年
で
六

十
三
歳

の
誕

生

日
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。 

や
す
ら
ぎ
短
信 

令和 5 年  
2 月号  
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十勝太神社  厚内神社  

厚内港  

元
旦
祭
並
び
に
開
運
祭
斎
行 

去

る

一

月

一

日
、
午
前
零
時
よ

り
元
旦
祭
、
午
前

十
時
三
十
分
よ
り

開
運
祭
を
ご
奉
仕

致
し
ま
し
た
。
今

年
も
風
も
な
く
穏

や
か
な
天
候
に
恵

ま
れ
、
式
典
を
斎

行
で
き
ま
し
た
。
開
運
祭
に
は
氏
子
会
役
員
、

総
代
が
参
列
し
、
一
年
の
平
穏
無
事
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
し
た
。
祭
典
後
に
は
、
神
楽
舞
月

姫
会
の
長
谷
川
和
海
さ
ん
と
背
古
結
花
さ
ん

に
よ
る
「
羽
返
し
舞
」
と
「
鈴
舞
」
が
奉
納
さ

れ
、
優
雅
な
舞
に
参
列
者
か
ら
温
か
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。 

     

船
霊
祭
を
斎
行 

去
る
一
月
十
一
日
、
十
勝
太
神
社
、
厚
内
神

社
で
、
そ
れ
ぞ
れ
船
霊
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

船
霊
祭
で
お
ま
つ
り
す
る
神
様
は
、
船
霊
様

（
ふ
な
だ
ま
さ
ま
）
と
呼
び
、
船
に
宿
る
神
様

で
す
。
両
神
社
で
は
、
船
頭
、
乗
組
員
が
参
列

し
、
地
元
で
捕
れ
た
海
の
幸
を
神
前
に
お
供
え

し
、
今
年
の
航
海
の
安
全
と
豊
漁
を
祈
願
致
し

ま
し
た
。
厚
内
神
社
で
は
、
神
楽
舞
月
姫
会
の

長
谷
川
和
海
さ
ん
と
背
古
結
花
さ
ん
に
が
「
鈴

舞
」
を
奉
納
し
、
赤
潮
被
害
を
乗
り
越
え
、
活

気
あ
る
港
が
戻
る
よ
う
祈
願
致
し
ま
し
た
。 

          

古
神
札
焼
納
祭
斎
行 

去
る
一
月
十
五
日
午
前
九
時
よ
り
、
古
神
札

焼
納
祭
を
ご
奉
仕
致
し
ま
し
た
。
参
拝
者
は
、

高
く
燃
え
上
が
る
火
を
眺
め
な
が
ら
、
煙
に
あ

た
っ
て
無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
毎

年
振
舞
わ
れ
る
お
汁
粉
と
甘
酒
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
新
年
の
ご
挨
拶
や
笑
顔
で
会
話
を
楽

し

ん

で

お

り

ま
し
た
。
氏
子

崇

敬

者

へ

の

更

な

る

ご

加

護

を

神

様

に

お

祈

り

致

し

ま
し
た
。 

発
行 

浦 

幌 

神 

社 

社 

務 

所 

北
海
道
十
勝
郡
浦
幌
町
字
東
山
町
十
八
番
地
の
一 

電
話 

〇
一
五-

五
七
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四
四
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浦
幌
神
社
行
事
予
定 

 

二
月
一
日 

 
 

月
次
祭 

二
月
三
日 

 
 

節
分
祭 

 

二
月
十
一
日 

 

紀
元
祭 

二
月
十
五
日 

 

月
次
祭 

 

二
月
二
十
三
日 

天
長
祭 

 
 


